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フオ ー クダ ンスの夕

じ時  前 庭

展示その他 (15016日)

凌   美   展
教職員食堂

写   真   展
会議室(3階 )

生   花   展
教職員食堂

学 生 新 聞 展
学舎2階

「理想 の神大」展
230教室

ストロンチウム「90」展
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独
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御影分校グリークラブ

三つの子供の歌

ひまわ りの花
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希 望 の さ さや き

唱 3 . 0 0 P.m.
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指 揮

Ⅵ 幻 燈 劇   4.00p.m.

0● ヘンリーの短篇より

CAST

山 下   信
加 藤 洋 子
三 浦 寿 美 子
貫ミ  里予      方気
他  大  勢

(協力 神戸LAWN)

Ⅷ 管絃楽とソプラノ独唱

指  揮

ソプ ラノ

チヤイコフスキー

ハ ● グ ク シ ヨ ン

フ アンフ ア~ン とワル ツ
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神戸大学交響楽団

歌劇 「リユスランとリユドミラ」序曲
歌劇 「ラ・ボエーム」より

私 の 名 は ミミ

さ よ な ら

歌劇 「フアウスト」より
宝 石 の 歌

バレー「白鳥の湖」より

序      奏
フ   几ン   ツ

ニ 幕 の シ ー ン

四クの自鳥の踊 り


